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１　はじめに
（１）土師器とは

①土師器の特徴

古墳時代の土器
                        文化庁文化部記念物課編 2010 『発掘調査の手引き－整理・報告書編－』天理時報社

②土師器の名称

ⅰ）“土師” という名称
　・古代文献（『令集解』、『延喜式』、『日本書紀』雄略天皇17年条）に由来する古典的名称。
ⅱ）学術用語としての “土師器”
　・過去には “素焼土器”、“埴瓮土器” と呼ばれていた。
　・色調や質、古墳時代に属する土器　→　“土師器”

土師器 須恵器
系譜 在来の土器（弥生土器） 外来の土器（朝鮮半島伝来）
焼成 野焼き

約700～900℃
窖窯
1,200℃～1,300℃

色調 黄褐色～赤褐色 暗灰色～灰白色
その他 薄手で割れやすい

粘土紐巻き上げ
精巧で硬く液体が漏れにくい。
ロクロの使用



（２）なぜ “古墳時代中・後期” を対象とするのか

ⅰ）政治的交渉・人の渡来等を通じた中国大陸、朝鮮半島からの文化的影響
　　・横穴式石室の出現、製鉄技術、鍍金技術、など
ⅱ）土器における変化
　　・須恵器の出現
　　　→本格的なロクロ使用の土器製作技法、窖窯による焼成法の採用。
　　　→日本の窯業史おける画期的な変革。
　　・土師器
　　　→須恵器出現前後における土器製作の規範の変質
　　　　朝鮮半島に起源する新たな器種の登場。

①古墳時代中期以降の変化

②列島広域でみられる須恵器出現前後の土師器の変化
ⅰ）布留式土器（図２・３）の粗雑化
　　須恵器導入出現前後には、「精製器種」は姿を没し、かわって粗製丸底壺など粗雑化
　　したものが出現する（西 1986）。
ⅱ）新たな食生活習慣の定着と普及
　　朝鮮半島に由来する食生活の影響で器種構成が大きく変化（図４～６）。
　　　・須恵器と土師器の供膳具が併存（田嶋 1995）。
　　　・椀、杯の波及、定量化（田嶋 1995）
　　　　→埦、杯を主食器とし、高杯を従食器とする
　　　　　食器の組み合わせが成立（田嶋 1995）。
　　　・長胴甕・甑・鍋が用いられる新たな煮沸形態
　　　　への移行（田嶋 1995）

２　先行研究と課題・目的

（１）古墳時代中・後期を対象とした検討
　・讃岐地域全体を対象とした検討は少ない。
　　→【要因】良好なセット関係にある資料の不足、須恵器の編年研究を重視。
　・一部、個別遺跡の資料報告で分類・編年試案が提示されている。

（２）先行研究
①片桐孝浩
　・須恵器出現前後の土師器について、型式的な変化が追える高杯の杯部形態（杯底部と
　　口縁部の境の屈曲部の段または稜、口縁部形態）、および法量を中心に高杯の前後関係
　　を検討（図８、表２）。
　・高杯を基軸に編年試案を作成（図９）

図７　カマドによる調理の模式図
（九州歴史資料館 2023  『「土器が語る。多文化交流の
町、西新町遺跡」　～国内外あちこちから来ました～』）



②亀田修一
　・中国・四国地方について、古墳時代中後期の土師器・須恵器・朝鮮半島系土器（韓式［系］
　　軟質土器・陶質土器）の様相を説明。
　・四国地方については、香川県地域で多少資料が揃うことから、香川県のセット関係が良
　　好資料を中心に説明されている。

③大久保徹也
　・古墳時代を通じた瀬戸内海エリアの土師器様相の大局的な変遷を提示。
　・古墳時代土師器の様相・段階を４つに大別し、各段階の代表的な資料群の器種構成から、各
　　段階の土器様相を価し、様相転換の背景について予察を加えている。

図８　高坏形土器の分類
表２　土師器高坏消長表

④蔵本晋司
・古墳時代中期の土師器について、比較的時期を通じて安定した出土がみられる高杯、特にその
脚部の内面調整に注目して編年試案を提示（図 10 ～ 13）。

（３）課題・目的
・土師器の器種構成の変遷の説明とその背景にあるものについて記述するために、土師器高
　杯に限らず他器種も型式分類して、編年することが必要になる。
・古墳時代中期以降の土器様式の変化の速さが急速なものだったのか、それとも緩慢なもの
　だったのか。

片桐孝浩 2002 『樋端遺跡』 香川県教育委員会他
片桐孝浩 2002 『樋端遺跡』 香川県教育委員会他



３　作業・分析の方向性

① 高杯を基軸に、須恵器出現前後に大きく様相を変える器種（甕、壺、甑、鉢・杯）
について分類し、共伴関係を整理する。

② その他の器種や須恵器との共伴関係を整理する。
③ 良好なセット関係にある資料を対象に器種構成の変化を検討し、古墳時代中・後期

の土師器の変化の要因について言及する。

（１）作業の手順

（２）各機種の分類の検討
器種 属性
高杯 法量 ・片桐編年Ⅱ期以降は法量が縮小化（片桐2002）。

　→径口指数、全高／杯深と脚部径／脚高の数値の相関（重藤2010）
　　から前後関係を検討

杯部形態 ・須恵器出現前後、杯部屈曲部の段または稜の形骸化（片桐2002、
　森2004）。
　→坏屈曲部の段・稜の有無や口縁部の形態で分類する。

脚柱部の
内面調整

・ヘラケズリを施す丁寧なものから、ケズリを一部省略、さらに粘土
　紐接合痕が残る粗雑なものへ変化（片桐2002、蔵本2021）
　→畿内の高杯でも同様の傾向（辻1999、中野2008）

脚部の
透し孔

・有無および位置
　→片桐編年Ⅴ期、蔵本編年中５期以降に穿孔されるようになる。

その他 ・脚裾部形態、杯部と脚部の接合技法
甕 法量 ・口径ないしは頸部径、体部径と器高の相関

口縁部形態 ・系統（製作技法の伝統）を表す（中野2008）
調整 ・特に肩部の外面調整から布留式甕の変化を追うことができる

　（中野2008）
壺 法量 ・口径ないしは頸部径、体部径と器高の相関

調整 ・特に小形丸底壺の外面調整は古墳時代中期のうちに粗雑化（田嶋
　1995）
　→讃岐地域でも同様の傾向（蔵本2021）。

甑

鉢・杯
・鉢

・口縁部形態や蒸気孔の数などの多様な属性から、朝鮮半島に故地を求める研究
　（酒井1998、小栗2003）、土師器への受容過程を求める研究（京嶋1992、杉
　井1999）がある。
　→各属性の相関関係から検討。
・胎土・色調、法量、口縁部形態、底部形態
　→各属性の相関関係から検討。

４　おわりに
　・須恵器を加えた古墳時代中・後期の土器様式の確立
　・須恵器出現前後の器種構成の変化と地域色、およびその背景
　　※地域色については、土師器高杯の杯部と脚部の接合技法（辻 1999）、土師器杯・須恵器模倣杯・
　　　須恵器蓋杯の出土量から求める研究などがある。

表３　土師器の属性・分類検討



重藤輝行 2010「北部九州における古墳時代中期の土師器編年」『古文化談叢』63 九州古文化研究会

重藤輝行 2010「北部九州における古墳時代中期の土師器編年」『古文化談叢』63 九州古文化研究会

図 14　Ca 系列高坏の脚径／脚高比と杯深／全高比の散布図

図 15　Ca 系列高杯の杯口縁部形態・脚裾部形態の分類
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